
2017年 12月 11日（月） NO268号      ふれあい情報                      (1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜TEL＞ 03-5295-0507＜FAX＞ 03-5295-0541＜e-mail＞ ntr@sv.rengo-net.or.jp 

 

■発  行  日本退職者連合 

■発行人  菅 井 義 夫     

■連絡先  〒101-0062  

東京都千代田区神田駿河台3-2-11 

ふれあい情報 
 

2017年 12月 11日（月） 第 268号 

退職者連合 検索 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは退職者連合で検索を 

「
医
療
・
介
護
保
険
制
度
」
で
学
習
会 

２
０
１
８
年
（平
成
30
年
）
4
月
か
ら
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
が
6
年

ぶ
り
に
同
時
改
定
さ
れ
ま
す
。
退
職
者
連
合
は
、
12
月
に
改
定
の
基
本
方

針
が
策
定
さ
れ
る
の
に
対
応
し
て
11
月
29
日
（水
）
13
時
30
分
か
ら
連

合
会
館
３
階
で
、
「医
療
保
険
制
度
・介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
学
習
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
介
護
連
携
政
策
課
の

木
本
和
伸
課
長
補
佐
。
学
習
会
に
は
、
産
別
・
関
連
退
連
を
中
心
に
北
海

道
、
新
潟
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
長
崎
な
ど
の
6
地
方
退
職
者
連
合
も

含
め
、
会
員
90
人
が
参
加
。
質
疑
応
答
で
は
会
場
か
ら
3
人
が
発
言
し
ま

し
た
。 

 

学
習
会
の
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
て
退
職
者
連
合
の
人
見
一
夫
会

長
が
「
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
し
っ

か
り
学
習
し
、
政
策
・
制
度
要
求
と
し

て
政
府
に
要
求
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

 

▲会員９０人が参加して会場を埋めた学習会。（１１月
２９日、連合会館３階・連合ＡＢ会議室） 

 
「
事
実
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し

て
い
る
か
正
確
に
知
ろ
う
」 

 

ま
た
川
端
邦
彦
政
策
委
員
長
は

「
昨
年
も
学
習
会
を
3

回
重
ね

た
。
運
動
づ
く
り
に
は
、
ま
ず
事
実

が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
る
か

正
確
に
知
る
こ
と
か
ら
で
な
い
と

出
発
で
き
な
い
。
次
の
運
動
に
つ
な

ぐ
た
め
に
も
共
通
の
理
解
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
学
習
会
を
位
置
づ

け
た
」
と
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。 

学
習
会
は
「
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
を
目

途
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医

療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生

活
支
援
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て

い
く
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
医
療
・

介
護
を
取
り
巻
く
情
況
、
課
題
へ

の
対
応
を
柱
に
木
本
課
長
補
佐
が

90
分
間
講
演
し
ま
し
た
。 

講
演
の
中
で
木
本
氏
は
、
同

時
改
定
の
基
本
方
針
と
な
る
医

療
と
介
護
の
一
体
的
な
改
革
に

つ
い
て
「
人
生
１
０
０
年
時
代

を
見
据
え
た
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

適
切
な
医
療
・
介
護
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
地
域
包
括
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
制
度
の
安
定

性
・
持
続
可
能
性
の
確
保
、
医

療
・
介
護
現
場
の
新
た
な
働
き

方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。 

 

▲木本和伸課長補佐 

 

人見会長 

川端政策委員長 

北
海
道
、
新
潟
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
長
崎
か
ら
も
参
加 

 

改
定
の
基
本
方
針
と
な
る
医
療
と
介
護
の
一
体
的
な
改
革
の
ね
ら
い
は

「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
社
会
の
実
現
」（
木
本
課
長
補
佐
） 
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低所得は現役時代の男女間賃金格差が原因 
退職者連合と連合が男女平等参画推進で意見交換 
 

 

１２月６日 

退職者連合は、１２月６日（水）午後１時

から連合本部３階Ｂ会議室において連合と

男女平等参画推進について意見交換しま

した。退職者連合からは男女平等参画推

進委員会の委員８人、連合からは井上久

美枝総合男女・雇用平等局長、畠山薫男

女平等局長、黒田正和雇用平等局長の３

人が出席しました。 

 低所得高齢単身女性問題は 

雇用問題と関連が深い 

 出席者の自己紹介の後、退職者連合

の男女平等参画推進委員会を代表し

て徳永由美子委員があいさつに立ち、

「退職者連合は７月１４日に開催し

た第２１回定期総会で、男女平等参画

推進について連合との連携した運動

の取り組みを確認した。特に、重要な

課題として低所得高齢単身女性問題

の政策・制度要求の実現にむけて取り

組みをすすめる上で、現役の雇用問題

と関連が深いことが明らかになって

きた。男女平等参画推進の運動への理

解を深め、連合と連携していくことが

必要であることから意見交換会を持

▲退職者連合の男女平等参画推進委員会を代表してあいさつ

する徳永委員（右）、左側は連合。（12月 6日、連合本部） 

 
現役の男女間の賃金格差をなくすこと（井上） 
 

つことにした」と開催の趣旨につ

いて述べました。 

これを受けてあいさつした連

合の井上総合局長は「高齢単身低

所得の問題は、そもそも現役の男

女間の賃金格差もあり、仕事と家

庭の両立支援ができなくて、仕事

を辞めてしまった女性たちが、若

いときの格差のまま、その後の低

い年金支給となっている。現役の

男女間の賃金格差をなくすとこ

ろから始めなければならない。今

後とも退職者連合と連携してい

きたい」と応じました。 

 

カジノ解禁（実施法の制定）反対で「院内学習会」 

 
 

廃
止
に
向
け
菅
井
事
務
局
長
が
決
意 

 

カ
ジ
ノ
賭
博
導
入
に
反
対
し

て
い
る
日
弁
連
（
日
本
弁
護
士

連
合
会
）
が
、
12
月
5
日
（
火
）

午
後
5
時
か
ら
参
議
院
議
員

会
館
１
階
１
０
１
会
議
室
で
開

催
し
た
カ
ジ
ノ
解
禁
（
実
施
法

の
制
定
）
反
対
の
「
院
内
学
習

会
」
に
退
職
者
連
合
か
ら
菅
井

義
夫
事
務
局
長
な
ど
5
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

学
習
会
に
は
、
立
憲
民
主
党

や
民
進
党
な
ど
野
党
の
国
会
議

員
や
市
民
団
体
な
ど
か
ら
１
０

６
人
が
参
加
。 

加
藤
裕
日
弁
連
副
会
長
が
、

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
「
日
弁
連
は
一
貫
し
て
カ
ジ

ノ
賭
博
の
反
対
し
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
な
ど
様
々
な
問
題
点

を
指
摘
し
て
き
た
。
推
進
派
は
、

カ
ジ
ノ
は
経
済
効
果
が
あ
る
と

し
て
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
い
る

が
、
何
と
し
て
も
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
第
１
９
６
回
通

常
国
会
で
の
廃
案
に
向
け
て
取

り
組
み
を
強
め
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

反
対
運
動
を
と
も
に
闘
っ
て

い
る
市
民
団
体
か
ら
の
あ
い
さ

つ
で
は
、
退
職
者
連
合
の
菅
井

義
夫
事
務
局
長
が
ト
ッ
プ
で
マ

イ
ク
を
握
り
「
カ
ジ
ノ
が
作
ら

れ
、
人
生
の
最
終
章
で
悔
し
い

思
い
、
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
ら

れ
る
な
ん
て
ま
っ
ぴ
ら
だ
。
引

続
き
カ
ジ
ノ
反
対
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。 

▲市民団体のトップであいさ

つする菅井事務局長。 

 

悔しい思いは、まっぴ

らだ！ 

日弁連 


